
ひとたびニコチン依存症になってしまうと、毎日タバコを吸い続ける生活を送ることになります。言い

かえれば、タバコを買い続けなければなりません。いったいタバコ代にどれほどのお金を費やすことに

なるのでしょう。 

現在、タバコの値段は一箱４３０円～４５０円です。毎日買ったとすると一ヶ月で約１３０００円が必要

です。仮に４５０円のタバコをずっと毎日買い続けたとすると、下図のような金額になってしまいます。

年間１６万円以上もタバコにつぎ込んで、何か得るものはあるでしょうか。 

 

「百害あって一利なし」の言葉のとおり、得るものはありません。それどころか２０年、３０年も吸い続け

れば、そのために病気になるケースはたくさんあります。３０年間約５００万円をかけてタバコを吸い続

けた結果、そのために病気にか

かり入院治療をうけたとしましょう。

するとその治療費も必要となり、

さらに出費が増えるわけです。 

 

一方、下のグラフを見て下さい。

喫煙者が禁煙してから必要とな

った医療費を表しています。禁

煙期間が長くなるほど医療費が

減っている事がわかります。 

 

タバコを吸い続ける事は、わざ

わざお金をだして病気になるよう

なものです。そして、その治療費

も必要になるのですから、まった

く馬鹿げていませんか。 

 

タバコに手を出してしまうと、３

０年かけてタバコ代５００万円プラ

ス医療費を支払う事になってしま

います。やっぱり、タバコで得る

ものはありません。 
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